
誰一人取り残さない教育を実現し、学校生活の満足度を向上させるためには、

教員が子供の細かな変化に気づけるような心身の「ゆとり」や、授業準備や   

自己研鑽の「時間」を持つことが必要不可欠です

学校が抱える課題が複雑化・多様化する中で、教員が「ゆとり」や「時間」を    

持つためには、教員でしかできない仕事に専念できるようにするとともに、     

課題解決に保護者や地域の皆様との連携・分担が欠かせません

子供たちのために、一緒に取り組みを

静岡県教育委員会から保護者・地域・関係団体の皆様へのお願い

授業時間の弾力的運用

保護者・地域・関係団体の皆様へ　以下について、ご理解とご協力をお願いします

教職員の勤務時間と時間外の対応

〒420- 8601 静岡市葵区追手町９番６号

(054-221-2942)

(054-221-3110)

義 務 教 育 課

教育ＤＸ推進課 

(054-221-3140)

(054-221-3391)

特別支援教育課 

高 校 教 育 課静岡県教育委員会

● 夜間は留守番電話や自動応答による対応が進んでいます

● 相談などは教員の勤務時間内に連絡をお願いします

● 事件・事故など夜間の緊急時には、まず警察や救急、消防などへの連絡をお願いします

※学校により違いがありますので、各校にご確認ください

教員の勤務時間は概ね　８：１５～１６：４５  です

～学校における働き方改革の推進について～　

メッセージ動画

標準を大幅に上回る授業時数を見直し、

登校日や登下校時間などを再検討します

各種行事の目的や意義を問い直し、

規模の縮小や内容の精選を行います

今後、子供たちの多様な学びを支援するため、学校から行事の見直しや学校活

動への協力等の相談がありましたら、よりよい環境づくりに向けて共に考え、

そしてそれぞれができる範囲で一緒に取り組みをお願いします

静岡県教育委員会

教育長　池上重弘

学校行事の見直し

学校活動への参画依頼

児童生徒の安全・安心や学びの環境を

改善するために協力をお願いします

紙チラシの配布縮減やデジタル化、学校を

介さない応募方法など、手法の転換を進めます

各種募集や応募方法の見直し


